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第３２期（平成２１年度）決算の概要

平成２２年６月３０日

千葉都市モノレール株式会社

営業の概況

平成２１年度は、リーマンショックに端を発した厳しい経済情勢が続くなか、

３期連続で達成した黒字経営を堅持するため、積極的な営業活動を展開すると

ともに、安全安定輸送の確保に取り組んでまいりました。

また、「地域に根ざしたモノレール」「環境に優しいモノレール」をスローガ

ンに掲げ、地域活動にも積極的に参加してまいりました。

営業面においては、ＰＡＳＭＯの導入等営業努力の結果、１０月９日には開

業以来の乗車人員が累計３億人を達成し、これを記念した各種イベント等を開

催してまいりました。

また、駅の有効利用として、千葉駅構内にＡＴＭを設置したほか、ヘアカッ

トサロンを誘致するなど、増収に努めるとともにお客様サービスの向上を図り

ました。

設備面では、懸案であった新型車両の導入に向け、３編成６両の購入契約を

締結いたしました。また、前年度着手した電力管理システムの更新工事を進め

るとともに、安定した運行を確保するため、諸設備の計画的な更新・修繕を実

施してまいりました。

営業実績（概要）

今期は低迷する経済状況の影響等が減少要因となり、定期外輸送人員は、対

前年比３．０％減、同収入においても１．７％の減少となりました。

一方、定期輸送人員では、ＰＡＳＭＯサービスの開始及び連絡運輸の実施等、

利便向上策の効果が現れ、対前年比で４．１％増、同収入においても４．４％

の増加となりました。

この結果、平成２１年度の輸送人員全体では、対前年比０．３％増、旅客運

輸収入におきましても０．４％の増加となりました。

＜お問い合わせ先＞

千葉都市モノレール株式会社 経営管理室

電話 ０４３－２８７－８２１６

安全・笑顔・真心 千葉モノレール



（参考）

輸送人員・運輸収入

当 期 前 期 増 減 対前年比

輸送人員 （千人） （千人） （千人） （％）

定期外 ８，７５０ ９，０１３ △２６３ ９７．０

定 期 ７，８８３ ７，５６８ ３１４ １０４．１

合 計 １６，６３３ １６，５８１ ５１ １００．３

運輸収入 （百万円） （百万円） （百万円） （％）

定期外 １，９１９ １，９５２ △３２ ９８．３

定 期 １，０９３ １，０４７ ４６ １０４．４

合 計 ３，０１３ ２，９９９ １３ １００．４

営 業 費 ２，５５７ ２，５８４ △２６ ９８．９

（単位未満の端数切捨）

【収入増加及びサービス向上への主な取り組み】
◆累計乗車人員３億人達成イベント

◆僕も私も運転士の開催

◆各種イベント列車の運行

（ビアトレイン ボジョレーヌーヴォートレイン等）

◆２並び記念硬券入場券の発売

◆ちばモノレール祭り２００９の開催

◆駅務機器の増設

◆遅延証明書のＷＥＢ発行サービス

◆沿線情報紙の充実

◆エレベータの設置


